
メッセージ
身体障害領域での作業療法の基礎となります。しっかりと今までに学んだ疾患に対してどのよ
うに作業療法を展開していくのか理解していってください。

参考図書
〔参考図書〕図解　作業療法技術ガイド　第３版　（文光堂）

履修上の 出席することが最低限の履修上必要なことです。過去の基礎的な学習が必要な場面も多くあり
ますので、再度復習してさらに理解を深めるようにしてください。留 意 点

教 科 書
〔教科書〕 ゴールドマスターテキスト　身体障害作業療法学　（MEDICAL VIEW）

第 15 回 ターミナルケア（終末期医療と作業療法）

評価方法 小テスト（20％）、定期試験（80％）

第 13 回 関節リウマチ（RA）①

第 14 回 関節リウマチ（RA）②

第 11 回 熱傷①

第 12 回 熱傷②

第 9 回 手の末梢神経損傷①

第 10 回 腱板損傷

第 7 回 手指屈筋腱損傷②

第 8 回 手の末梢神経損傷①

第 5 回 大腿骨頸部骨折②

第 6 回 手指屈筋腱損傷①

第 3 回 手の骨折②

第 4 回 大腿骨頸部骨折①

第 2 回 手の骨折①

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

身体障害領域における整形・神経疾患の一般的な作業療法の流れや、治療の基礎知識について
学習する。

〔学習目標〕

各疾患における治療の原理原則、治療手技や考え方を理解する。

授 業 回 数 授業内容

第 1 回 身体障害治療総論

30時間

〖作業療法学科〗 専門分野

授業科目名 作業治療学Ⅲ（整形） 授業形態 講義 配当学期 2年（前期）

担当教員名 前谷 一旗 単位数 1単位 時間数


